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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは校正済みです
まごひをなさつて、神勅（しんちよく）と神器を奉じ、文武の神々を從へ、天上の雲をかき分けながら、ををしくおごそかに、
日向（ひうが）の高千穗の峯にお降りになりました。この日をお待ち申しあげた
民草（たみくさ）のよろこびは、どんなであつたでせう。空には五
色（しき）の雲がたなびき、高千穗の峯は、ひときはかうがうしく仰がれました。

その後、〈第一代〉
神武（じんむ）天皇の
御（おん）時まで、代々日向の國においでになり、大神の
御（み）心をついで、まつりごとにおいそしみになりました。かうして、豐葦原の瑞穗の國は、御惠みの光ゆたかに、日向の國から開けて行くのであります。瓊瓊杵尊・
彦火火出見尊（ひこほほでみのみこと）・
鵜草葺不合尊（うがやふきあへずのみこと）の
御三方（おんさんかた）を、世に日向
御（ご）三代と申しあげます。さうして、
可愛山陵（えのみささぎ）・
高屋山上陵（たかやのやまのへのみささぎ）・
吾平山上陵（あひらのやまのへのみささぎ）に、遠く御三代の昔を、おしのび申しあげるのであります。


二　
橿原（かしはら）の
宮居（みやゐ）






拡大
Clip

 宮崎神宮 

日向御三代ののちは、神武天皇の御代であります。雲間にそびえる高千穗の峯から、御惠みの風が吹きおろして、
筑紫（つくし）の民草は、よくなつきました。ただ、遠くはなれた東の方には、まだまだ、御惠みを知らないわるものがゐて、勢を張り、人々を苦しめてゐました。天皇は「東の方には、
青山（あをやま）をめぐらした、國を治めるのによい土地があるといふ。都をうつしてわるものをしづめ、
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		 このページの最終更新日時は 2019年12月30日 (月) 15:13 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。
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